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表層の地盤情報抽出を目的とした高密度微動観測による地盤振動特性の検討
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1. はじめに

一般に､地震動は簾源特性 と地盤特性の影響が大きく､

地下構造により同じ規模の地震が発生 した場合でも､地

震動の伝播特性や地盤特性により､被害の程度が相違す

ることが指摘されている.本研究では､高密度な多地点

常時微動観測による卓越周期分布から地盤特性や地盤振

動特性を解析 し､卓越周期と地盤構造との整合性の検討

をおこなった.調査地は､首都盟の中でも人工密集地で

あり､商業 ･工業の中心地である横浜市を対象とした｡

今回は､横浜市内でも比較的市街地 と閑静な住宅地が混

在する港北区で観測を実施した｡

2.港北区の地形 ･地質

港北区は､横浜市北部に分布する下末吉台地の中部域

に位置 している｡区境付近に分布する台地面は､外周部

に発達した斜面を有するほか､谷の形成も著しく､いわ

ゆる平坦面は少ない｡区の中央部は､鶴見川や鳥山川､

および早捌川に由来する氾濫低地が広がってお り､'河川

沿いに砂や砂榛の堆積 した地盤堤防が分布 しているOま

た､これらの発達 した自然堤防の背後には､有機質土な

どが滞留 した後背湿地が分布 している (図 1)｡

鶴見川を横断する位置の推定土質断面図を斑 2に示す｡

区の太線より上位は沖積層であるD

図 1 港北区の鳥轍斑
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図2 鶴見川を挟むA-A'断面図
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3.微動観測 ･解析

港北区全域を250mX250mのメッシュで区切 りーその

メッシュ内 (計 435点)で微動観測をおこなったC観測

は､サーボ型速度計で構成された SPC-51(東京測振)を

使用 し､水平方向 (NS､EW)･上下方向 (UD)の 3成分

の観測をおこなった｡サンプリング周波数は 100Hzとし､

観測時間は 180秒 (3分間)とした｡

観測で得 られた時系列波形から､交通振動等の外乱の

少ない安定した区間 (20_48秒-2048データ)を抽出したO

抽出した時系列データをフーリエ変換によりスペク トル

を求め､水平 2成分の相乗平均を上下成分で除して､H/V

スペク トル比を作成 したO観測結果の一例を図 3に示すO

時期歴波形

10

つ 2･0

量OO■｢
---20
-4I)

1.0

7 20
号O.a
自LL･-20
-10

1I7-058
1スペクトルA;輯区珊買 取 00 一･ 80.48s Il区m)

20 40 6t) 80 100 120 E40 160 I8O

TLrnO(S)

∈-W

0 2D IO 60 88 1CO I20 日0 160 teOi
T.Tnt(S)

Il
ii

20 4060 荏O l00 120 148 168 18Q
T.rqLニ1

0.I

Pt･llE)a(5) 柑i oo-nLrcllGd(>)
図3 観測結果の例 (117-058地点)
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4.卓越周期の設定

卓越周期は､ⅣⅤスペクトル比の 0.Is～L5S付近の範

囲から設定したe 観測点の卓越周期分布図をBE14に示すO

忍には､港北区の地質図を併記 しているO

卓越周期は､区全域をみると相対的に河川流域で長く､

丘陵地で短いとの結果が得られた｡特に､鶴見川流域で

は卓越周期が長い｡これは､軟弱な沖領層の層厚が 20m

～30mと比較的厚いことに起因していると考えられるC

何州

名
6

4

2

連

-
o

o

o

o

c

･

o
LハU
入り

,3

n
U

I...
tO
9
9
9
9

9

LJ)
dT
9
7
5
3

1

一一-■一二 二_ -●

図4 卓越周期の分布 と 地 質 図

5.卓越周期と軟弱地盤の比較

上記 したように卓越周期が長い地点は､河川流域や後

背湿地で確認されているo特に､卓越周期が 1.0sを越え

る地点は､全てこれらの地域で確認されている｡図 5に

観測点付近にボーリングデータが存在する 35地点におい

て､卓越周期と軟弱地盤の深さの相関斑を示すo図より､

軟弱地盤が深いほど卓越周期が長く､若干バラツキは見

られるものの併記したような相関式が得られた.
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塾5 卓 越 周期と軟 弱地盤深さの相関図

6.卓越周期と標高データとの比較

一般に､標高が低い地域では地表面付近は沖積層の軟

弱地盤が分布する場合が多いoM方､標高が高い地域は､

丘陵地や台地を形成 し､地表面より疎質な地盤が確認さ

れる場合が多い｡ここでは､比較的データの取得が簡易

である標高値と卓越周期についての比較をおこなった｡

図 6に､観測した全地点における卓越周期と標高の相

関図を示すe卓越周期が 0.7S以上の地点は､概ね標高が

10m以下と低い範囲に分布しているが､卓越周期が 0.7S

以下の地点では､標高に関係なく全体に分布 している｡

バラツキの原因として､以下の理由が考えられるO

①標高が低く卓越周期が短い地点

-標高は低いものの､沖積層厚が薄く､比較的浅部よ

り硬い層が分布しているO

②標高が高く卓越周期が長い地点

→標高は高く､地表面より洪積層の分布が推定される

ものの､洪積層でも若干軟弱なローム層が厚く分布

しているB
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図6 卓越周期と標高の相関図
7.まとめ

本研究では､横浜市港北区を対象として微動観測によ

る卓越周期 と地盤構造の整合性について検討 した｡河川

流域､後背湿地では卓越周期が長い地点が多く､丘陵地

では卓越周期の短い地点が多いことが認められたO

卓越周期 と軟弱地盤の層厚の関係では､データ数が若

干少ないながら､｢卓越周期が長いと軟弱地盤は貰い ｣と

明確な相関が認められた｡一方.卓越周期と標高の帝関

性については､-部 ｢卓越周期の長い部分では標高が低

い ｣と認められたものの､全体では相関性を認めること

はできなかったo

今回は､港北区についてのみ取 りまとめているが､今

後はほかの区についても同様の手法を用い､地質構造と

の整合性を確認する予定である.}また､これ らを基礎的

データとし､最終的には都市の地盤災害 リスクの軽減に

活用したい.,
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